
　
少
し
前
、

東
京
で
若
い

世
代
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
希
望
者
が
行
列
を
な
し
、

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
様

子
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
▼
直
接

関
係
な
い
が
、
首
都
圏
の
交
通

網
で
は
1
カ
所
障
害
が
起
こ
る

と
他
の
路
線
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
台
風
・
積

雪
な
ど
で
広
範
囲
の
交
通
障
害

が
発
生
す
る
と
多
数
の
帰
宅
困

難
者
が
発
生
し
て
し
ま
う
。
人

口
や
産
業
の
過
度
な
首
都
圏
へ

の
集
中
を
感
じ
る
▼
江
戸
時
代

に
人
口
1
0
0
万
人
と
推
定
さ

れ
る
江
戸
で
あ
る
が
、
末
期
に

は
参
勤
交
代
の
義
務
が
な
く
な

り
、
藩
所
属
の
多
く
の
武
士
が

地
元
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

人
口
減
少
、
経
済
活
性
も
低
下

し
江
戸
が
寂
れ
た
と
い
う
。
首

都
圏
に
人
口
、企
業
、官
庁
が
集

中
し
て
い
る
の
は
経
済
活
動
の

上
で
は
効
率
が
良
い
の
だ
ろ
う

が
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
効
率
化
さ

れ
た
シ
ス
テ
ム
は
歯
車
が
一
つ

狂
う
と
全
体
が
お
か
し
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
適
切
な
冗
長
性

は
必
要
で
あ
ろ
う
。
効
率
性
と

非
効
率
性
、
ど
こ
で
や
り
く
り

を
付
け
る
の
か
は
難
し
い
問
題

だ
▼
最
近
の
後
発
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
の
不
祥
事
に
端
を
発
す
る

薬
品
供
給
の
不
安
定
。
ま
た
定

期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
も
常
に
何

か
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
も
企
業

で
あ
る
以
上
利
潤
を
追
求
す
る

の
は
必
然
だ
ろ
う
が
、
常
に
利

潤
追
求
が
求
め
ら
れ
る
「
新
自

由
主
義
」
は
医
療
分
野
と
の
相

性
が
悪
い
気
が
す
る
。
医
療
界

で
も
効
率
化
と
冗
長
性
の
最
適

化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
行
政
に
も
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。 （
内
）

　
2
0
2
0
年
の

4
、
5
月
に
第
1

波
が
到
来
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
以
下

コ
ロ
ナ
感
染
症
）

は
、
そ
の
後
も
感
染
拡
大
と
一

過
性
の
沈
静
化
を
繰
り
返
し
、

21
年
の
8
月
に
は
過
去
最
大
の

感
染
者
数
を
記
録
し
た
第
5
波

を
迎
え
た
。

　
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
柱
は

緊
急
事
態
宣
言
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
推
進
で
あ
る
が
、
繰
り
返

さ
れ
る
宣
言
は
次
第
に
緊
張
感

を
欠
く
よ
う
に
な
り
、
人
流
の

抑
制
は
思
惑
通
り
に
は
進
ん
で

い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
5
波
の
新
規
感
染
者
数
は

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
後
、
比
較
的

速
や
か
に
減
少
し
て
き
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
京
都
府
に

あ
っ
て
も
、
新
規
感
染
者
数
、

入
院
確
保
病
床
使
用
率
や
自
宅

療
養
者
数
な
ど
は
低
下
傾
向
に

あ
る
（
9
月
中
旬
時
点
）。

　
日
本
の
人
口
の
約
半
分
が
ワ

ク
チ
ン
を
2
回
接
種
で
き
た
こ

と
が
功
を
奏
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
諸
外
国
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
行
動
規
制
緩
和
に

伴
う
感
染
再
燃
や
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ

イ
ル
ス
に
宿
命
的
な
多
種
多
様

な
変
異
株
の
出
現
、
変
異
株
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
有
効
性
の
懸

念
な
ど
の
不
安
定
要
素
を
考
慮

す
る
と
、
今
後
第
6
波
が
生
じ

る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束

す
る
に
は
年
単
位
の
時
間
が
必

要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
昨
年
の
冬
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
、「C

O
V
ID
－19

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期

が
重
な
る
こ
と
に
よ
る
外
来
受

診
患
者
の
増
加
や
医
療
体
制
の

逼
迫
は
、
今
冬
に
も
懸
念
さ
れ

る
」（
日
本
ワ
ク
チ
ン
学
会
）
と

の
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
、
さ
ら
な
る
医
療
機
関
の

負
担
が
増
す
こ
と
が
憂
慮
さ
れ

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
今
年

も
各
地
区
医
師
会
と
保
険
医
協

会
と
の
懇
談
会
が
始
ま
る
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
を
見
据
え
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
が
中
心
と
な

る
。
今
年
度
の
協
会
か
ら
の

テ
ー
マ
と
し
て
は
、
①
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
巻
く
諸

問
題
と
今
後
の
医
療
提
供
体
制

②
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
―
コ

ロ
ナ
で
ど
う
な
る
中
医
協
で
の

議
論
―
を
掲
げ
て
い
る
。

　
〝before

コ
ロ
ナ
〞の
時
代

以
上
に
、
ぜ
ひ
地
域
の
会
員
の

皆
様
の
率
直
な
声
を
協
会
に
届

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束

が
見
通
せ
な
い
中
、
直
面
す
る

地
域
で
の
課
題
や
実
情
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
協
会
と
し
て
何

が
で
き
る
か
を
追
求
し
た
い
。

医
療
を
取
り
巻
く
諸
課
題

率
直
な
声
を
ぜ
ひ
協
会
へ

　
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

は
9
月
17
日
、事
務
連
絡「
令
和

2
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
経
過
措
置
を
設
け
た
施
設
基

準
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を

発
出
。「
重
症
度
、医
療
・
看
護

務
連
絡
。
臨
時
的
取
扱
い
（
そ

の
39
）
で
示
し
て
い
た
「
患
者

お
よ
び
利
用
者
の
診
療
実
績
等

に
係
る
要
件
の
取
扱
い
」
に
つ

い
て
、
19
年
度
実
績
を
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
当

該
取
扱
い
を
終
了
（
コ
ロ
ナ
病

床
割
当
医
療
機
関
は
、
22
年
3

月
31
日
ま
で
延
長
）。
手
術
の

実
績
件
数
等
の
患
者
お
よ
び
利

用
者
の
診
療
実
績
等
に
係
る
施

設
基
準
要
件
（
1
年
間
の
実
績

を
求
め
る
も
の
）
が
満
た
せ
な

く
な
る
場
合
は
、（
変
更
ま
た

は
辞
退
の
）
届
出
が
必
要
と
し

た
。

　
前
述
の
何
れ
の
取
扱
い
に
関

し
て
も
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
診
療
報
酬

上
の
臨
時
的
な
取
扱
い
（
そ
の

26
）」（
20
年
8
月
31
日
付
同
課

事
務
連
絡
）
で
示
さ
れ
て
い
た

特
例
の
取
扱
い
（
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
て
い
る
期
間
等
、

臨
時
的
取
扱
い
の
対
象
医
療
機

関
に
該
当
す
る
期
間
は
、
①
実

績
を
求
め
る
対
象
と
す
る
期
間

か
ら
控
除
し
、
同
等
の
期
間
を

遡
及
し
て
実
績
を
求
め
る
、
②

実
績
を
求
め
る
対
象
と
す
る
期

間
か
ら
対
象
医
療
機
関
等
に
該

当
す
る
期
間
を
除
い
た
期
間
の

平
均
値
を
用
い
る
）
は
廃
止
さ

れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
特
例
に
よ

り
実
績
を
算
出
す
る
こ
と
が
可

能
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
届
出

直
し
等
を
考
え
る
際
に
は
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
届
出
直
し
、
変
更
届

出
に
つ
い
て
は
、
10
月
18
日
ま

で
に
届
出
書
の
提
出
（
京
都
府

内
医
療
機
関
は
近
畿
厚
生
局
京

都
事
務
所
）
が
あ
り
、
同
月
末

日
ま
で
に
要
件
審
査
が
終
え
ら

れ
受
理
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
10
月
1
日
に
遡
っ
て
算
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。

　
詳
細
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
解
説
し
て
い
る
の
で
、
関
係

医
療
機
関
に
お
か
れ
て
は
併
せ

て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

https://w
p.m
e/pcX
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9
月
末
ま
で
の
臨
時
的
取
扱

い
と
さ
れ
て
い
た
医
科
外
来
等

感
染
症
対
策
実
施
加
算
（
5
点

／
1
回
ご
と
）、
入
院
感
染
症

対
策
実
施
加
算
（
10
点
／
1
日

ご
と
）
は
継
続
さ
れ
な
か
っ
た

（「
臨
時
的
取
扱
い
（
そ
の
35
）」

に
基
づ
く
廃
止
）。

　
た
だ
し
、
21
年
10
月
1
日
〜

12
月
31
日
ま
で
に
か
か
る
感
染

症
防
止
対
策
に
要
す
る
費
用
は

別
途
補
助
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

感
染
症
対
策
実
施
加
算
が
廃
止

乳
幼
児
の
加
算
は
22
年
3
月
ま
で
50
点
で
継
続

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱

い
（
そ
の
63
）
が
示
さ
れ
た
。

概
要
は
表
1
の
通
り
で
、
実
施

は
9
月
28
日
以
降
と
な
る
。

　
会
員
医
療
機
関
に
は
「
グ

リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
」
フ
ァ
ク
ス

版
と
し
て
同
内
容
を
30
日
に
案

内
。
ま
た
、
本
号
に
「
グ
リ
ー

ン
ペ
ー
パ
ー
」
臨
時
版
と
し
て

同
封
し
て
い
る
。
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」
欄
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
る
の
で
、
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

新
た
な
補
助
金
が
創
設

　
医
科
外
来
等
感
染
症
対
策
実

施
加
算
（
5
点
）、
入
院
感
染

症
対
策
実
施
加
算
（
10
点
）
等

の
特
例
が
9
月
末
で
終
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
厚
労
省
は
「
感

染
防
止
対
策
の
継
続
支
援
」
と

し
て
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
感
染
防
止
対
策
に
要
す

る
経
費
へ
の
補
助
金
を
創
設
す

る
と
通
知
し
た
（
表
2
）。

　
コ
ロ
ナ
患
者
を
直
接
受
け
入

れ
て
い
な
い
医
療
機
関
も
対

象
。
ま
ず
は
、
領
収
書
の
保
存

が
必
要
と
な
る
。
申
請
手
続
き

の
詳
細
は
後
日
、
厚
労
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
る
。

公
表
次
第
、
本
紙
に
て
案
内
す

る
予
定
。

（
表
2
）

必
要
度
該
当
患
者
割
合
」等
、2

0
2
0
年
度
診
療
報
酬
改
定
で

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
た

施
設
基
準
に
つ
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
病
床

を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
医
療

機
関（
以
下「
コ
ロ
ナ
病
床
割
当

医
療
機
関
」）を
除
き
、
当
該
経

過
措
置
を
終
了
し
、
10
月
1
日

以
降
も
引
き
続
き
算
定
す
る
場

合
に
は
、
当
該
施
設
基
準
に
つ

い
て
届
出
直
し
が
必
要
と
し

た
。
コ
ロ
ナ
病
床
割
当
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
の

期
限
が
22
年
3
月
31
日
ま
で
延

長
さ
れ
る
。

　
ま
た
同
課
は
9
月
24
日
、

「『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
診
療
報
酬
上
の
臨
時

的
な
取
扱
い
（
そ
の
39
）』
に

係
る
取
扱
い（
再
周
知
）」
も
事

協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら
も

20年度改定の施設基準
経過措置、一部を除き終了
届出が必要な場合は10月18日までに

病
院
・
有
床

診
療
所

上
限
10
万
円

無
床
診
療
所
上
限
8
万
円

 １　診療・検査医療機関のみの取扱い  
○ 新型コロナウイルス感染症の疑いの患者に、外来診療を実施した場
合、院内トリアージ実施料（300点／１回毎）に加えて二類感染症患
者入院診療加算（250点／１回毎）を別途算定可。22年３月31日まで。
　 条件：自治体のホームページで診療・検査医療機関であることが公
表されていること。21年10月31日までの間は自院のホームページ
等で公表している場合も可。

 ２　全ての医療機関  
① 自宅・宿泊療養を行う患者に、診療・検査対応時間内に、往診・訪
問診療を実施した場合、救急医療管理加算１の３倍の点数（2,850点
／１日毎）が算定できる。同一患家２人目以降の自宅・宿泊療養を行
う患者にも算定可。
② 自宅・宿泊療養を行う患者に、ロナプリーブ（カシリビマブおよびイ
ムデビマブ）を往診・訪問診療で投与した場合、救急医療管理加算１
の５倍の点数（4,750点／１日毎）が算定できる。
　ただし、上記２―①の点数との併算定は不可。
③ 入院外の新型コロナウイルス感染症の患者に、診療（往診、訪問診
療、電話等診療除く）を実施した場合、救急医療管理加算１（950点
／１日毎）が算定できる。
　ただし、上記２―①、②の点数との併算定は不可。
④ 新型コロナウイルス感染症の患者に、外来でロナプリーブを投与し
た場合、救急医療管理加算１の３倍の点数（2,850点／１日毎）が算
定できる。
　ただし、上記２―①、②、③の点数との併算定は不可。

（表１）　９月28日以降に算定できる臨時的取扱い

2 0 2 1 年 （令和 3年） 1 0 月 1 0 日 第 3 1 0 7 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

談
話　

総
選
挙
に
向
け
て �

（
2
面
）

保
険
医
か
ら
の
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点
要
望
事
項�

（
2
面
）

私
の
す
す
め
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ�

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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Ｑ
、
開
業
医
が
行
う
よ
う
な

簡
便
な
手
術
で
あ
っ
て
も
、
必

ず
同
意
書
は
取
ら
な
け
れ
ば
い

手
術
を
受
け
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
こ
の
選
択
権
を
保
障
す
る
た

め
、
医
療
機
関
は
手
術
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
患
者
さ
ん
が
判
断
す
る
た
め

の
材
料
（
情
報
）
を
提
供
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（「
説
明

義
務
」）。

　
例
え
ば
手
術
後
に
合
併
症
が

発
生
し
、
そ
れ
が
や
む
を
得
な

い
も
の
で
医
療
過
誤
と
言
え
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
そ
ん

な
合
併
症
が
あ
る
と
説
明
を
受

け
て
い
れ
ば
、
手
術
は
受
け
な

か
っ
た
の
に
。
自
己
決
定
権
を

侵
害
さ
れ
た
」
と
主
張
さ
れ
、

手
術
の
過
誤
に
つ
い
て
で
は
な

く
説
明
義
務
違
反
に
つ
い
て
慰

謝
料
を
払
わ
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
で
す
の
で
、
必
要
な

説
明
を
し
た
上
で
同
意
書
に
署

名
を
も
ら
っ
て
お
く
こ
と
は
と

て
も
重
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
同
意
書
は
必
要

な
説
明
を
し
た
こ
と
の
証
拠
で

す
の
で
、
説
明
内
容
も
書
面
に

し
て
患
者
さ
ん
に
渡
し
、
渡
し

た
記
録
を
残
し
ま
し
ょ
う
。
説

明
内
容
が
簡
単
な
ら
同
意
書
と

一
体
で
よ
い
で
す
が
（
コ
ピ
ー

を
患
者
さ
ん
に
渡
す
）、
説
明

が
長
け
れ
ば
説
明
書
と
同
意
書

を
別
に
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
手
術
の
適
応
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
（
重
大
な
後
遺
症

等
は
そ
の
発
生
割
合
も
）、
手

順
、
術
前
術
後
の
注
意
等
を
書

い
た
説
明
書
を
見
せ
な
が
ら
重

要
な
と
こ
ろ
は
下
線
を
引
く
な

ど
し
て
口
頭
説
明
し
た
上
で
渡

し
ま
す
。
予
定
手
術
の
場
合

は
、
説
明
書
と
同
意
書
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
き
、
手
術
当
日

に
同
意
書
を
持
参
し
て
も
ら
う

の
が
好
ま
し
い
で
す
。「
い
き

な
り
紙
を
渡
さ
れ
て
サ
イ
ン
し

て
と
言
わ
れ
た
か
ら
し
た
だ

け
」
と
言
わ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
家
で

ゆ
っ
く
り
読
ん
で
検
討
で
き
る

よ
う
事
前
に
渡
し
、
そ
の
こ
と

を
記
録
化
し
て
お
く
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
と
医
療
機
関
の
双
方

を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
意
書
を
取
る
こ
と

を
失
念
し
た
ら
、
気
付
い
た
時

点
で
今
後
の
考
え
ら
れ
る
不
利

益
事
象
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

「
こ
う
い
う
症
状
が
出
れ
ば
合

併
症
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
す

ぐ
に
受
診
す
る
よ
う
に
」
等
。

　
菅
首
相
が
9
月
の
自
民
党
総

裁
選
へ
出
馬
せ
ず
、
退
陣
し

た
。
安
倍
前
政
権
に
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
国
民
の
信
を
失
っ
て
の
自

滅
退
場
と
な
る
。
10
月
4
日
、

岸
田
文
雄
氏
が
新
首
相
に
任
命

さ
れ
、
10
月
31
日
に
は
総
選
挙

が
行
わ
れ
る
。

　
菅
政
権
は
、
緊
急
事
態
宣
言

下
で
東
京
五
輪
を
強
行
。
人
の

流
れ
を
抑
え
込
む
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
き
ず
、
デ
ル
タ
株
の
猛

威
も
相
俟
っ
て
第
5
波
は
大
波

と
な
り
、
国
民
の
不
信
と
分
断

を
生
ん
だ
。
根
拠
な
き
楽
観
論

に
頼
り
、
専
門
家
意
見
を
軽

視
、
野
党
の
求
め
る
臨
時
国
会

の
召
集
を
避
け
続
け
た
結
果
、

各
地
に
感
染
爆
発
と
医
療
逼
迫

が
広
が
っ
た
。
感
染
拡
大
が
止

ま
ら
ぬ
と
み
る
や
、
入
院
を
重

症
者
に
限
定
し
自
宅
療
養
と
す

る
方
針
を
専
門
家
や
与
党
に
も

は
か
ら
ず
打
ち
出
し
、
さ
ら
に

混
乱
を
招
い
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
応
1
年
半
を
超
え

て
な
お
、
過
去
最
大
の
感
染
拡

大
・
医
療
逼
迫
を
招
き
、
入
院

で
き
ず
、
適
切
な
医
療
も
受
け

ら
れ
ず
に
自
宅
療
養
中
に
亡
く

な
る
例
が
相
次
い
だ
第
5
波
の

こ
と
は
重
大
な
こ
と
と
受
け
止

め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
態

に
足
元
か
ら
の
動
き
と
し
て
、

例
え
ば
京
都
府
内
で
は
、
保
健

所
と
地
区
医
師
会
が
話
し
合
い

自
宅
療
養
者
を
往
診
で
守
る
体

制
づ
く
り
が
地
域
ご
と
に
進
め

ら
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
国
民
、
医
療
者
が
引
き
続

き
困
難
に
あ
る
こ
と
を
反
映
し

て
か
、
岸
田
氏
は
新
自
由
主
義

か
ら
転
換
し
た
新
し
い
資
本
主

義
を
提
唱
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
基
本
理
念
や
具
体
的

政
策
の
方
向
性
は
見
え
な
い
。

骨
太
方
針
2
0
2
1
や
そ
の
関

連
諸
政
策
か
ら
根
本
脱
却
で
き

る
の
か
？　
そ
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
の
か
？　

そ
れ
と
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
踏

襲
（
ま
た
は
そ
の
亜
流
）
か
？　

こ
れ
が
総
選
挙
に
向
け
た
第
一

の
大
き
な
争
点
と
な
る
。
大
型

補
正
予
算
も
単
な
る
〝
弱
者
救

済
〞
策
と
し
て
の
補
助
金
・
支

援
金
給
付
等
に
留
ま
れ
ば
、
そ

れ
は
一
時
的
〝
ば
ら
ま
き
・
目

く
ら
ま
し
〞
に
過
ぎ
な
い
。
逆

に
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
脆
弱
な
日
本

の
医
療
提
供
体
制
を
ど
う
立
て

直
す
か
？　
公
立
・
公
的
病
院

の
病
床
削
減
・
機
能
再
編
を
継

続
し
て
推
し
進
め
る
の
で
な

く
、
止
め
る
の
か
？　
す
な
わ

ち
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

国
民
の
生
命
を
守
る
最
前
線
と

し
て
の
医
療
機
関
・
医
療
従
事

者
の
体
制
充
実
と
そ
こ
へ
の
支

援
策
が
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
そ
の
政
策
方
針
と
実

践
を
通
し
て
根
本
是
正
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
立
憲
民
主
、
共

産
、
社
民
、
れ
い
わ
の
野
党
4

党
は
市
民
連
合
と
の
共
通
政
策

に
合
意
。
①
憲
法
に
基
づ
く
政

治
の
回
復
②
科
学
的
知
見
に
基

づ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
強
化
③
格
差
と
貧
困
を
是

正
す
る
④
地
球
環
境
を
守
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
地
域
分
散
型

経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
⑤

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
基
づ
い
た

自
由
で
公
平
な
社
会
の
実
現
⑥

権
力
の
私
物
化
を
許
さ
ず
、
公

平
で
透
明
な
行
政
を
実
現
す
る

―
を
6
本
柱
に
「
命
を
守
る
た

め
に
政
治
の
転
換
を
」
と
打
ち

出
し
た
。

　
90
年
代
以
降
進
め
ら
れ
て
き

た
新
自
由
主
義
政
治
に
よ
る
雇

用
・
労
働
条
件
の
悪
化
、
社
会

保
障
の
劣
化
、
国
民
生
活
の
困

難
と
格
差
の
拡
大
に
憂
慮
し
、

京
都
府
保
険
医
協
会
は
警
鐘
を

鳴
ら
し
続
け
て
き
た
。
今
総
選

挙
に
あ
た
り
立
候
補
者
に
、
14

項
目
の
「
保
険
医
か
ら
の
重
点

要
望
事
項
」
を
届
け
て
実
現
を

求
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
国

民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

平
和
を
守
る
政
治
は
い
か
に
あ

る
べ
き
か
。
会
員
各
位
の
賢
明

な
選
択
に
期
待
し
た
い
。

す
で
に
不
利
益
事
象
が
発
生
し

て
い
て
、「
事
前
に
聞
い
て
い

れ
ば
手
術
を
受
け
な
か
っ
た
の

に
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
素
直
に

お
詫
び
し
た
方
が
結
局
は
ト
ラ

ブ
ル
を
大
き
く
し
な
い
で
し
ょ

う
。

　
医
療
機
関
は
料
金
の
事
前
説

明
を
し
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す

が
、
他
の
業
界
で
は
事
前
に
料

金
を
示
す
の
は
常
識
で
す
。
苦

情
防
止
の
た
め
、
料
金
の
目
安

も
事
前
に
説
明
し
た
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

け
ま
せ
ん
か
。
患
者
か
ら
同
意

書
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

で
医
療
機
関
に
不
利
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
Ａ
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
、
医
療
機
関
を
守
る
た
め

に
、
同
意
書
を
取
っ
て
お
い
た

方
が
よ
い
で
す
。

　
手
術
は
簡
便
で
あ
っ
て
も
身

体
を
侵
襲
し
ま
す
の
で
、
合
併

症
、
手
術
痕
等
の
不
具
合
事
象

や
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
は
、
手
術
の
メ
リ
ッ
ト

（
治
療
効
果
）
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
比
較
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
の
方

が
大
き
い
と
判
断
し
た
場
合
に

新
自
由
主
義
政
治
を
止
め

　
　
国
民
の
た
め
の
医
療
保
障
を

京
都
府
保
険
医
協
会
　
理
事
長 

　
鈴
木
　
卓

新
春
特
集
号
へ
の

会
員
の
投
稿
募
集

　
会
員
か
ら
の
で
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
随
筆（
8
0
0
字
程
度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な

ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
些
少
な
が
ら
お
礼
あ
り
！

　
多
く
の
先
生
方
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
締
切
は
11
月
22
日（
月
）。
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弁護士が
対応方法

を

お答えしま
す

そこのところが知りたかった！
医療安全

Q A&
4
vol

手 術 同 意 書
（インフォームドコンセント）

あやめ法律事務所
江頭 節子 弁護士

１ ．社会保障制度改革推進法を廃止し、「社会保障基本法」を制定
すること
　　2012年成立の「社会保障制度改革推進法」は、「自助・共助・
公助」で社会保障制度を語るものであり、今日、進められる制度
改革の基礎となっている。私たちは同法が国・自治体の医療・社
会保障に対する責務を曖昧化するものと考えており、同法の廃止
および新たな「社会保障基本法」の制定を求めるものである
２．新型コロナ感染症拡大下で十分な医療提供体制を確保すること
⑴　新型コロナウイルス感染症の陽性患者については、健康観察
と同時に入院が必要な人が入院でき、適切な医療が提供できる
よう、病床確保をはじめとした体制整備を強化すること
⑵　医療法に新興感染症を位置づけるだけでなく、感染症法に基
づく感染症病床の配置基準の見直しや一般病床の指定基準の抜
本的見直しを行い、それに即した病床と医療従事者数の確保を
目指し、医療提供体制政策・医師養成政策の検証と見直しを図
ること
⑶　感染拡大を防ぐあらゆる手立てを行うこと。医療従事者が必
要なときに検査を受けられるようにすること、陽性者がそれを
隠して働かなくていいよう所得補償をすること、自宅療養者が
外出しなくても生活できる支援を図ること、など

⑷　日常診療を守るため、すべての医療機関へコロナによる受診
抑制に対する減収補填策を行うこと

⑸　「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取
扱い」の医科・歯科・入院の感染症対策実施加算、乳幼児感染
予防対策加算、院内トリアージ実施料の臨時的取扱いを恒常的
な取扱いとすること
⑹　新型コロナウイルス感染症の拡大に際して時限的・特例的に

認められた初診からのオンライン診療の恒久化を行わないこと
３．低医療費政策を止め、都道府県を主体とした医療費抑制策を中
止すること
⑴　長年にわたり抑制してきた診療報酬について十分な引き上げ
を行うこと
⑵　地域医療構想実現のための公立・公的病院の統廃合方針を中
止すること

⑶　「医療費目標」達成を理由にして、高齢者の医療の確保に関
する法律第14条（診療報酬の特例）である地域別診療報酬を具
体化させないこと

⑷　地域医療構想の医療需要・必要病床数推計については、各都
道府県が圏内各地域の医療事情、地域住民の生活・経済状況を
細やかに把握する社会学調査を行い、その結果を踏まえる等、
真のニーズに基づいて行わせること

⑸　病床の機能分化がトップダウン方式とならないよう、知事の
要請に従わない場合の懲罰的措置規定は廃止すること

４．国民健康保険に対する国の医療保障責務を明確化すること
⑴　医療費全体に対する国庫負担割合を抜本的に引き上げること
⑵　お金のあるなしで、医療へのアクセスが制限されないよう、
資格証明書交付制度は廃止すること。また、各保険者による生活
を脅かす形での「滞納処分」＝財産差し押さえは行わせないこと
⑶　国民健康保険法第44条に基づく一部負担金減免制度につい
て、必要とするすべての人が利用できるよう、市町村に徹底す
ること
⑷　保険財政リスクを分散し、安定的な保険制度運営を図ると同
時に、すべての人々が必要な医療を必要なだけ受けられるよ
う、全国一本の医療保障制度を確立すること

５．「医師に対する新たな規制」を行わないこと
⑴　医療費抑制を目的に進める「医師に対する新たな規制」（保
険医定数制・定年制・自由開業制規制・外来機能報告等）を導
入しないこと

⑵　かかりつけ医の登録制や包括払いの構想には反対すること
⑶　かかりつけ医以外を受診した際の「定額負担」を導入しない
こと
⑷　紹介状なしで大病院を受診した際の「定額負担」を廃止するこ
と。一般病床200床以上で「紹介患者への外来を基本とする医療
機関」への対象拡大も行わないことと同時に、新たな患者負担
相当額を診療報酬の初再診料から控除する方法を行わないこと
⑸　新専門医制度により、地域の医療崩壊が加速しないようにす
るとともに、同制度を医師規制策に利用しないこと

６．国として、すべての子どもを対象とした医療費無料制度を創設
すること
７．高齢者・障害者・児童・ひとり親家庭等、福祉医療に関する地
方単独事業を実施する市町村に対する、国保への療養費等国庫負
担金減額調整について、全廃すること

８．要介護認定で「軽度」と判定された人に対する、保険給付外し
などの差別的取扱いを中止すること
９．後期高齢者の一部負担金の２割化を実施させず、薬の「保険外
し」など、国民に対する負担増策をこれ以上行わないこと

10．マイナンバーと医療IDを結び付け、機微な個人情報を危険に
さらし、個々人の給付と負担を管理し、給付抑制に役立てる「社
会保障個人会計制度」を目指さないこと

11．デジタル庁の長たる内閣総理大臣の強い権限で情報を強力に
吸い上げ、企業活動に供することに危惧を抱いている。医療のデ
ジタル化自体に反対するものではないが、医療情報の活用につい
ては慎重をきすこと

12．唯一の戦争被爆国として核兵器禁止条約へ参加すること
13．原発に頼らないエネルギー政策を実現すること
14．コロナ禍に乗じた改憲を行わないこと

国民の生命と暮らし、
平和を守る政治を

　協会は10月31日に投開票が行われる総
選挙にあたって、保険医からの重点要望
事項を取りまとめた。公示日に各立候補
者へ要望する。

保険医からの
重点要望事項



お申込み・詳細は、右記QRコードまたは協会HPからお願いします。

外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
の
特
例
に
つ
い
て

講師からのコメント／仏社会保障疾病金庫（日本の健保連の様な機関）のデータによると、
2020年のオンライン診療件数は累計1,900万件。昨年のコロナ禍のフランスにおいて、接触を
回避できるこの診療方法は、爆発的な成長を見せました。利用者である患者側から、提供者であ
る医師側からのニーズがマッチして、急遽、政府も「初診禁止」の緩和や保険適用など法整備を
進めました。無医村問題や、場所・時間においての利便性は誰もが認めるオンライン診療でした
が、その急成長と同時に、多くの問題点を指摘する医師の声が上がりました。
問題点を指摘したのは、医師だけではなく、ついに死亡事故という悲しい結末
を迎えた患者側からも、その利用に戸惑いを覚えるとの声も出ています。

参加費
無料

日　時 11月13日（土）午後４時30分～６時30分
形　式 ウェブ配信（Zoomウェビナー）
講　師 日本医師会総合政策研究機構駐仏研究員　奥田 七峰子 氏

オンライン診療に潜む医療トラブル
～フランスの事例から学ぶ～

医療安全
講 習 会

定価 11,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円 各税込送料別

絶賛
発売中!!
絶賛

医療安全研修
DVD partⅢ

シリーズ第 3 弾

有利な特典も備えており
ます。ぜひお申込みをご
検討下さい。

ＤＣゴールド
カード

年会費 永久無料

　
Ｑ
、
後
発
医
薬
品
の
供
給
不

足
に
よ
っ
て
、
先
発
品
へ
の
切

り
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
外
来

後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
の

施
設
基
準
に
影
響
が
及
び
そ
う

だ
が
、
何
か
特
例
は
あ
る
か
。

　
Ａ
、
9
月
21
日
で
「
後
発
医

薬
品
の
出
荷
停
止
等
を
踏
ま
え

た
診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取

扱
い
」
が
発
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
21
年
7
月
1
日
時
点
で
の

供
給
停
止
品
目
お
よ
び
そ
の
同

一
成
分
・
同
一
投
与
形
態
の
医

薬
品
に
つ
い
て
は
、
外
来
後
発

医
薬
品
使
用
体
制
加
算
に
お
け

る
実
績
の
算
出
対
象
か
ら
除
外

し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ

　
表
紙
は
変
わ
っ
た
け
ど
、
中
身

は
ち
っ
と
も
変
わ
ら
な
い
？

　
新
首
相
に
な
っ
た
岸
田
文
雄
氏

に
よ
る
自
民
党
役
員
人
事
、
閣
僚

人
事
は
、
清
新
さ
も
華
も
乏
し
い

も
の
だ
っ
た
。
論
功
行
賞
を
優
先

さ
せ
、
金
銭
疑
惑
で
逃
げ
回
っ
た

甘
利
明
氏
を
幹
事
長
に
し
た
。

　
見
え
見
え
な
の
は
安
倍
元
首

相
、
麻
生
前
財
務
相
へ
の
配
慮
。

総
裁
選
の
決
選
投
票
で
勝
た
せ
て

も
ら
っ
た
恩
義
な
の
か
、
具
体
的

な
ポ
ス
ト
要
求
を
受
け
た
の
か
。

〈
安
倍
ソ
ン
タ
ク
政
権
〉
な
ど
と

呼
ば
れ
か
ね
な
い
布
陣
で
あ
る
。

　
安
倍
・
菅
政
権
は
9
年
近
く
に

及
ん
だ
。
政
策
面
の
是
非
は
い
っ

た
ん
置
く
と
し
て
も
、
政
治
と
国

家
運
営
の
あ
り
方
の
面
で
は
、
巨

大
な
害
悪
を
も
た
ら
し
た
。

　
第
1
に
社
会
の
分
断
。
敵
と
味

方
に
分
け
る
発
想
で
、
仲
間
を
優

遇
し
、
異
論
を
述
べ
る
者
は
つ
ぶ

し
に
か
か
る
。
モ
リ
・
カ
ケ
・
サ

ク
ラ
の
疑
惑
で
も
、
権
力
を
自
分

た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
か
ま
わ
な

い
と
い
う
感
覚
が
う
か
が
え
る
。

　
第
2
に
憲
法
・
法
律
の
無
視
。

安
保
法
制
、
検
察
官
人
事
、
学
術

会
議
な
ど
で
従
来
の
政
府
解
釈
を

好
き
勝
手
に
変
え
た
。
憲
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
野
党
が
求
め
た
臨

時
国
会
の
召
集
も
拒
ん
だ
。

　
第
3
に
ウ
ソ
と
隠
蔽
で
あ
る
。

説
明
拒
否
、
は
ぐ
ら
か
し
、
虚
偽

答
弁
、改
ざ
ん
は
数
え
き
れ
な
い
。

菅
氏
が
官
房
長
官
だ
っ
た
時
の
鉄

面
皮
な
態
度
が
そ
の
土
壌
を
育
ん

だ
（
実
際
は
、
説
明
や
答
弁
を
す

る
能
力
が
菅
氏
に
な
か
っ
た
）。

　
第
4
に
恣
意
的
な
人
事
。
内
閣

人
事
局
を
使
っ
て
官
僚
を
言
い
な

り
に
さ
せ
、
気
骨
の
あ
る
官
僚
は

左
遷
し
た
。
内
閣
法
制
局
、
検
察

庁
、
裁
判
所
の
人
事
に
も
手
を

突
っ
込
ん
だ
。
気
に
入
ら
な
い
学

者
は
任
命
を
拒
否
し
た
。

　
第
5
に
メ
デ
ィ
ア
工
作
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
は
経
営
委
員
や
会
長
ら
の
人

選
を
通
じ
て
影
響
を
及
ぼ
し
、
新

聞
社
や
放
送
局
の
幹
部
と
も
会
食

を
重
ね
た
。
ネ
ッ
ト
で
は
右
翼
排

外
主
義
の
発
信
が
あ
ふ
れ
、
一
部

の
雑
誌
は
露
骨
な
安
倍
礼
賛
の
特

集
を
繰
り
返
し
た
。
そ
れ
ら
の
領

域
に
公
的
資
金
は
使
わ
れ
て
い
な

い
の
か
、
電
通
は
ど
う
な
の
か
。

　
岸
田
氏
は
、
安
倍
支
配
か
ら
の

脱
却
を
問
わ
れ
続
け
る
。
中
曽
根

政
権
は
当
初
、「
田
中
曽
根
内
閣
」

と
皮
肉
ら
れ
た
。
自
立
を
図
ろ
う

と
す
る
度
胸
、
信
念
、
政
治
力
が

岸
田
氏
に
あ
る
か
ど
う
か
。

　
経
済
政
策
で
は
岸
田
カ
ラ
ー
を

打
ち
出
し
た
。「
新
自
由
主
義
的

政
策
の
転
換
」「
成
長
と
分
配
」

「
所
得
倍
増
」
を
掲
げ
、
ハ
ト
派

の
イ
メ
ー
ジ
と
連
動
さ
せ
る
。

　
陰
険
で
気
迫
の
見
え
な
い
菅
氏

と
交
代
し
て
、
ご
祝
儀
相
場
が
し

ば
ら
く
続
く
は
ず
。
初
入
閣
者
の

多
い
閣
僚
か
ら
失
言
や
不
祥
事
が

出
な
い
う
ち
に
、
総
選
挙
を
や
っ

て
し
ま
う
作
戦
で
あ
る
。

　
問
題
は
経
済
政
策
の
具
体
的
内

容
だ
。
言
葉
だ
け
で
は
な
い
の

か
、
方
法
は
適
切
か
。
報
道
機
関

や
有
識
者
の
批
判
的
検
討
力
と
、

選
挙
民
の
眼
力
が
試
さ
れ
る
。

　
野
党
は
ど
う
す
る
の
か
。
安

倍
・
菅
政
権
の
マ
イ
ナ
ス
面
、
岸

田
政
権
の
安
倍
支
配
を
強
調
し
た

く
な
る
の
は
わ
か
る
。
お
灸
を
据

え
た
い
有
権
者
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
多
数
の
有
権
者
の
投
票

行
動
を
左
右
す
る
の
は
「
暮
ら

し
」
で
あ
る
。
検
査
や
医
療
体
制

を
含
め
た
コ
ロ
ナ
対
策
。
そ
し
て

苦
境
に
あ
る
家
計
、
労
働
者
、
事

業
者
、
企
業
の
た
め
に
前
向
き
で

わ
か
り
や
す
い
生
活
経
済
政
策
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
。

　
暮
ら
し
の
分
野
で
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
提
案
を
押
し
出
さ
な
い

と
、
い
く
ら
攻
撃
の
ボ
ル
テ
ー
ジ

を
上
げ
て
も
、
負
け
る
。

（
60
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
本
件
医
療
機
関
で
胃

潰
瘍
、
慢
性
肝
炎
、
狭
心
症
の

疑
い
で
胃
生
検
組
織
診
断
を
受

け
た
結
果
、G

roup 5

（
が

ん
）
と
診
断
さ
れ
た
。
医
師

は
、
患
者
に
約
2
週
間
後
に
再

診
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
お

り
、
ま
た
そ
の
指
導
の
カ
ル
テ

記
載
も
あ
っ
た
が
、
患
者
が
来

院
せ
ず
検
査
結
果
も
そ
の
ま
ま

報
告
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

受
診
か
ら
2
年
後
に
急
性
気
管

支
炎
、
4
年
後
に
脱
水
症
、
5

年
後
に
肺
炎
等
で
本
件
医
療
機

視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術

（E
ndoscopic Subm

u-
cosal D

issection

）を
受

け
た
。
な
お
、
が
ん
細
胞
は
上

皮
細
胞
内
に
と
ど
ま
っ
て
お
り

（Stage 0

）、転
移
は
な
く
手

術
も
無
事
に
終
了
し
て
完
治
と

さ
れ
た
。
患
者
の
予
後
に
関
し

て
も
問
題
な
く
、
Ａ
医
療
機
関

の
医
師
の
見
解
で
も
、
仮
に
5

年
前
に
通
常
通
り
手
術
を
実
施

し
て
い
た
と
し
て
も
今
回
と
同

様
の
手
術
手
技
で
あ
り
、
入
院

期
間
の
延
長
も
な
く
、
不
利
益

は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
患
者
は
、
気
性
の
荒
い
息
子

が
い
る
の
で
、
報
告
漏
れ
が

あ
っ
た
こ
と
を
家
族
に
は
連
絡

し
な
い
よ
う
に
と
忠
告
し
て
き

た
。
ま
た
、
医
療
機
関
側
の
対

応
に
よ
っ
て
は
マ
ス
コ
ミ
に
暴

露
す
る
こ
と
を
仄
め
か
し
た
。

　
医
療
機
関
は
、
5
年
前
の
検

査
結
果
に
報
告
漏
れ
が
あ
っ
た

こ
と
を
謝
罪
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
治
療
に
対
し
て
誠
意
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を
約
束

し
た
。
な
お
、
医
療
機
関
は
5

年
間
の
遅
延
が
患
者
の
予
後
に

は
影
響
し
な
か
っ
た
こ
と
を
安

堵
す
る
一
方
で
、
医
師
賠
償
責

任
保
険
の
適
用
額
が
気
に
な
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
医
療
機
関
は
、
本
人

が
2
週
間
後
に
来
院
せ
ず
、
検

査
結
果
を
聞
き
に
来
な
か
っ
た

関
を
受
診
し
た
が
、
医
師
は

G
roup 5

（
が
ん
）
で
あ
る

と
の
病
理
診
断
の
事
実
を
患
者

に
報
告
す
る
こ
と
を
失
念
し
て

い
た
。

　
そ
の
後
、
職
場
の
健
康
診
断

の
た
め
本
件
医
療
機
関
で
胃
カ

メ
ラ
検
査
を
実
施
し
た
際
に
、

報
告
漏
れ
に
気
付
い
て
す
ぐ
に

患
者
に
報
告
。
そ
の
約
3
カ
月

後
に
患
者
は
Ａ
医
療
機
関
で
内

法
外
な
賠
償
請
求
に
は
毅
然
と
し
た
対
応
を

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
148

医
療
と
生
活
経
済
で
論
戦
を

患
者
の
過
失
も
あ
る
が
、
報
告

の
遅
れ
と
し
て
の
医
療
過
誤

（
契
約
上
履
行
遅
滞
）
も
明
ら

か
な
の
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
暴
露

さ
れ
た
り
、
裁
判
だ
け
は
絶
対

に
避
け
た
い
と
の
意
向
を
示
し

た
。
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、

G
roup 3

（
腺
腫
）以
上
の
患

者
デ
ー
タ
は
カ
ル
テ
と
別
に
保

管
し
て
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

徹
底
し
、
相
当
す
る
患
者
へ
の

呼
び
出
し
を
実
施
す
る
と
し
、

患
者
に
改
善
策
を
示
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
患
者
は
幸
い
高
分
化
型
の
胃

が
ん
で
あ
っ
て
、
5
年
間
の
治

療
遅
滞
が
予
後
に
影
響
し
な

か
っ
た
が
、G

roup 5

（
が

ん
）
で
あ
る
診
断
事
実
を
伝
え

な
か
っ
た
こ
と
は
過
誤
と
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
が
ん
は
横

に
広
が
っ
た
程
度
で
深
達
度
も

進
行
せ
ず
粘
膜
上
皮
内
が
ん

（
早
期
が
ん
）
で
、
粘
膜
筋
板

を
超
え
ず
リ
ン
パ
節
転
移
の
ま

だ
な
い
ス
テ
ー
ジ
の
ま
ま
だ
っ

た
。
医
療
機
関
側
の
主
張
す
る

通
り
、
手
術
手
技
も
変
わ
ら

ず
、
入
院
期
間
の
延
長
も
な

い
。
よ
っ
て
5
年
間
の
遅
延
に

よ
る
「
実
害
」
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
医
療
機
関
側
と
し
て

は
、
医
師
賠
償
責
任
保
険
が
全

額
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
や
む
を
得
な
い
と
し
て
、

患
者
側
の
請
求
を
受
け
入
れ
て

し
ま
っ
た
。
医
療
過
誤
が
あ

り
、
か
つ
、
患
者
側
の
要
求
が

法
外
な
場
合
に
「
毅
然
と
し

た
」
態
度
を
取
る
の
が
、
い
か

に
難
し
い
か
を
示
す
事
例
と

な
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
マ
ス
コ
ミ
へ
の
暴
露
を
心
配

金
融
共
済
委
員
会

（
9
／
22
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
6
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。 

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

意
下
さ
い
。

　
ま
た
、
当
該
臨
時
的
な
取
扱

い
に
よ
っ
て
基
準
を
満
た
す
場

合
は
、
定
め
ら
れ
た
様
式
を
用

い
て
近
畿
厚
生
局
京
都
事
務
所

に
報
告
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
取
扱
い
の
詳
細
は
、
保
険
医

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情

報
9
月
24
日
掲
載
分
よ
り
該
当

通
知
を
ご
覧
下
さ
い
。

し
た
医
療
機
関
側
は
、
患
者
側

の
請
求
額
通
り
に
賠
償
金
を
支

払
い
示
談
し
た
。
な
お
、
医
師

賠
償
責
任
保
険
は
そ
の
一
部
し

か
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

通
常
よ
り
高
額
な
示
談
と
な
っ

た
と
言
え
る
。

ま
し
た
。
当
該
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
21
年
6
月
診
療
分
に
お

け
る
実
績
の
計
算
か
ら
適
用
で

き
、
適
用
の
判
断
は
1
月
ご
と

に
行
え
ま
す
。
終
期
は
22
年
3

月
31
日
で
す
。

　
な
お
、
い
わ
ゆ
る
カ
ッ
ト
オ

フ
値
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
臨
時
的
な
取
扱
い
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

2 0 2 1 年 (令和 3年) 1 0 月 1 0 日 第 3 1 0 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行
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江
戸
の
試
行
錯
誤
が
現
代
の
治
療
に

　
大
岡
忠
相
は
ど
ん
な
病
状

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら

く
、
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
内

痔
核
の
症
状
が
悪
化
し
た
の
で

し
ょ
う
。
内
痔
核
か
ら
出
血

し
、
さ
ら
に
血
栓
（
血
豆
）
が

詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
激

痛
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
肛
門
の
出
口
か
ら
約
3
㎝
奥

に
、
歯
状
線
と
言
っ
て
肛
門
と

直
腸
と
の
境
目
と
な
る
部
分
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
少
し
直
腸
側

に
静
脈
が
網
の
目
に
な
っ
た
静

脈
叢
が
あ
り
、
内
痔
核
は
こ
こ

の
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て

静
脈
瘤
に
な
っ
た
も
の
を
言
い

ま
す
。
内
痔
核
だ
け
で
は
痛
み

は
な
く
、
排
便
時
に
出
血
し
た

り
、
肛
門
部
の
違
和
感
や
、
排

便
後
も
い
つ
も
便
が
残
っ
た
よ

う
な
残
便
感
を
感
じ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
病
状
が
進
む
と
排

便
時
に
内
痔
核
が
肛
門
外
に
出

て
き
て
押
し
込
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
内
痔
核
の
治
療
を
決
め
る
の

に
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ゴ
リ
ガ
ー

が
４
段
階
に
分
類
し
た
ゴ
リ

ガ
ー
内
痔
核
分
類
と
い
う
分
類

法
を
、
私
た
ち
は
使
っ
て
い
ま

す
。
第
Ⅰ
度
は
排
便
時
の
出
血

と
肛
門
部
の
違
和
感
。
第
Ⅱ
度

は
出
血
以
外
に
排
便
時
に
怒
責

す
る
と
内
痔
核
が
脱
出
し
て
く

る
が
、
怒
責
を
止
め
る
と
自
然

に
肛
門
内
に
戻
る
。
第
Ⅲ
度
は

排
便
時
に
内
痔
核
が
脱
出
し
て

押
し
込
ま
な
け
れ
ば
戻
ら
な

い
。
第
Ⅳ
度
は
内
痔
核
が
脱
出

し
た
ま
ま
で
戻
ら
な
い
。
こ
の

間
、
内
痔
核
だ
け
で
は
痛
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。
第
Ⅲ
度
以
上
に

な
り
ま
す
と
、
手
術
や
ジ
オ
ン

と
い
う
痔
核
硬
化
剤
を
使
っ
て

の
痔
核
硬
化
療
法
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
大
岡
忠
相
は
、
第
Ⅱ
度
か
ら

第
Ⅲ
度
程
度
の
内
痔
核
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
1
月
と
い
う

寒
さ
や
、
恐
ら
く
新
年
を
迎
え

て
さ
ま
ざ
ま
な
公
務
が
立
て
込

み
、
ス
ト
レ
ス
が
重
な
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
内
痔

核
に
血
栓
が
詰
ま
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ス
が

か
か
る
と
血
液
の
流
れ
が
悪
く

な
り
、
さ
ら
に
、
血
小
板
が

く
っ
つ
き
や
す
く
な
っ
て
、
血

栓
が
で
き
や
す
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
余
談
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
が

加
わ
っ
て
血
小
板
が
く
っ
つ
き

や
す
く
な
っ
た
時
、
く
っ
つ
き

に
く
く
し
て
く
れ
る
の
が
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
で
す
。
そ
う
す
る
と

ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
時
に
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
を
摂
れ
ば
い
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
コ
ー

ヒ
ー
や
コ
コ
ア
な
ど
に
は
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
こ
ん
な
時
は
コ
ー
ヒ
ー
、

コ
コ
ア
を
飲
む
と
い
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー

ブ
レ
イ
ク
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
が
、
理
に
か
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
大
岡
忠
相
も
忙
し
い
公
務
の

間
に
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
ん
で

い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
大

岡
忠
相
と
コ
ー
ヒ
ー
、
な
ん
か

と
て
も
合
う
気
が
し
ま
す
。

　
さ
て
、
江
戸
時
代
の
肛
門
の

病
気
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
治

療
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

痔
の
歴
史
に
関
し
て
の
文
献
で

は
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
杉

山
和
一
（
1
6
1
0
年
〜
1
6

9
4
年
）
が
書
い
た
「
療
治
之

大
概
集
」、「
選
鍼
三
要
集
」
が

あ
り
、
脱
肛
や
痔
の
項
目
が
あ

り
ま
す
。
脱
肛
に
は
百
合
、
痔

に
は
腎
愈
・
命
門
・
長
強
・
承

山
に
灸
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　
も
う
少
し
時
代
が
進
み
、
華

岡
青
洲
（
1
7
6
0
年
〜
1
8

3
5
年
）
の
時
代
に
な
る
と
、

本
人
が
書
い
た
も
の
は
な
い
よ

う
で
す
が
、
弟
子
た
ち
が
数
多

く
の
書
物
を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
代
表
的
な
も
の
の
中

に
、「
瘍
科
鎖
言
」
は
肛
門
科

の
こ
と
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
分
離
結
紮
法
と
い
っ

て
、
内
痔
核
に
針
で
糸
を
通
し

て
、
結
紮
し
て
治
す
方
法
も
書

か
れ
て
い
て
、
こ
の
方
法
は
現

在
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
華
岡
青
洲
の
使
用
し
た
軟

膏
は
3
0
0
種
類
以
上
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
か

ら
の
試
行
錯
誤
が
現
在
の
治
療

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
、
大
岡
忠
相
が
活
躍
し

て
い
た
頃
の
治
療
は
、
や
は
り

灸
が
主
体
で
、
根
治
的
な
治
療

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
苦
労
を

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
も
う
少
し
後
の
時
代
で
、

手
術
に
よ
っ
て
内
痔
核
が
す
っ

き
り
治
っ
て
い
れ
ば
、「
大
岡

裁
き
」
は
さ
ら
に
鋭
い
も
の
に

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

協会の休業補償制度が 「一括告知制度」に
より加入しやすくなります［2022年

１月１日付加入～］
◎一括告知制度とは
　 医療機関の院長と従業員の皆様が全員加入いただく
場合、加入者ごとの個別告知ではなく、全員分一括
の告知でご加入いただけます

【主な加入条件】
●一つの医療機関の在籍者数が５人以上であること
●上記の対象者の皆様にご加入いただくこと
● ご加入者が、身体の障害（ケガや疾病）により就業不
能となられていないこと
　＊年に１回以上の健康診断を実施している必要があります

詳細は、本紙に同封しているパンフレットをご参照下さい。

　訂正　第3106号４面「核兵器禁止条約について国会議員アンケート」の表およ
び本文に誤記がありましたので、お詫びして訂正します。
　（正）　①については回答者10人とも「評価する」とし、③も10人とも「オブ
ザーバとしてでも参加すべき」とした。②については９人が「批准すべき」で、
維新の候補のみ「どちらともいえない」と答えた。

　
保
険
医
協
会
や
小
児
科
医
会

で
活
躍
さ
れ
て
い
た
有
井
先
生

か
ら
、
今
年
1
月
に
先
生
が
上

梓
さ
れ
た
『
子
ど
も
は
希
望
を

拓
い
て
ゆ
く
―
と
も
に
小
児
科

医
の
手
だ
て
を
』
を
送
っ
て
い

た
だ
い
た
。
私
が
保
険
医
新
聞

に
そ
の
書
評
を
書
か
せ
て
い
た

だ
く
適
任
か
ど
う
か
は
さ
て
お

き
、
有
井
先
生
は
私
た
ち
が
10

年
間
続
け
て
き
た
福
島
原
発
事

故
の
避
難
者
健
診
に
大
変
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
ご
縁
も
あ

り
、
力
不
足
は
承
知
で
筆
を
執

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

た
。 

　
こ
の
本
は
8
章
か
ら
な
る
。

1
章
か
ら
5
章
ま
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
し
ん
ど
さ
、
生
き
づ

ら
さ
が
ど
の
よ
う
な
症
状
で
表

れ
る
か
、
そ
の
要
因
は
、
そ
し

て
対
応
は
、
な
ど
が
年
齢
層
ご

と
に
具
体
的
に
書
か
れ
て
い

る
。
想
定
す
る
読
者
は
保
護

者
、
教
師
、
保
育
者
と
推
測
さ

れ
る
が
、
記
載
が
平
易
で
具
体

的
な
の
で
き
っ
と
学
ぶ
も
の
は

多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
特
に
著
者

の
思
い
入
れ
も
あ
っ
て
か
、
不

登
校
、
引
き
こ
も
り
、
い
じ
め

の
項
な
ど
は
文
章
が
緻
密
で
あ

る
。
6
章
は
発
達
障
害
に
つ
い

て
書
か
れ
て
お
り
、
日
頃
接
す

る
機
会
の
少
な
い
臨
床
医
に

と
っ
て
は
簡
潔
な
入
門
書
と

な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
こ
の
本
は
巷
間
あ
ふ

れ
る
ハ
ウ
ツ
ー
本
で
は
な
い
。

著
者
は
自
ら
を
「
小
児
科
医
に

足
場
を
置
い
て
、
心
身
医
療

と
、
児
童
精
神
科
と
の
す
き
間

の
医
療
に
長
く
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
本
意
は
7
章
に
書
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
関
連
す
る

分
野
の
専
門
医
に
師
事
し
て
学

ば
れ
た
蓄
積
と
、
子
ど
も
た
ち

と
ご
家
族
と
の
長
年
に
わ
た
る

お
付
き
合
い
・
悪
戦
苦
闘
の
経

験
を
踏
ま
え
て
到
達
さ
れ

た
哲
学
を
、
こ
の
本
で
読

者
に
伝
え
る
こ
と
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
子
ど

も
に
任
せ
る
」
こ
と
と
、

「
大
切
に
し
て
い
る
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子
ど
も
に
的
確

に
伝
え
る
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。

　
最
後
の
8
章
は
子
育
て
を
め

ぐ
る
日
本
の
極
め
て
不
十
分
な

現
状
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
親
の
在
り
方
、
夫
婦
の
関

係
、
祖
父
母
の
役
割
な
ど
に
も

触
れ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で

「
親
も
、
子
ど
も
の
た
め
だ
け

の
人
生
で
は
な
く
、
自
身
の
趣

味
や
仕
事
を
大
切
に
さ
れ
る
こ

と
を
、
次
第
に
こ
こ
ろ
か
ら
望

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い

う
文
章
を
書
か
れ
て
い
る
。
女

性
医
師
な
ら
で
は
の
視
点
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
捉
え
る
こ
と

も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
私

は
家
族
が
と
も
に
成
長
し
て
い

く
た
め
の
本
質
を
述
べ
て
い
る

と
い
う
ふ
う
に
理
解
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　
こ
の
あ
た
り
で
拙
い
書
評
を

閉
じ
る
こ
と
に
す
る
が
、
あ
え

て
こ
の
本
を
ま
と
め
る
と
す
れ

ば
、
著
者
が
伝
え
て
い
る
こ
と

は
子
ど
も
を
個
々
の
症
状
に
分

け
て
み
る
の
で
は
な
く
、
一
人

の
自
我
を
持
っ
た
主
体
と
し
て

尊
重
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
に
行
き
着
き
そ
う

で
あ
る
。

『子どもは希望を拓いてゆく
―ともに小児科医の手だてを』
有井 悦子 著　かもがわ出版
2021年 1 月　1,650円（税込）

尾崎　望（右京）

子
ど
も
の
主
体
性
尊
重
を

小
児
科
医
の
視
点
か
ら

肛
門
科
の

徒
然
日
記渡邉 

賢
治 （
西
陣
）

8

衆院候補予定 政党 回答 ①条約の内容
について

②日本政府の「反対で
批准しない」について

③締約国会議で日本政府
のとるべき態度は　

１区 堀場　幸子 維新・新 あり 評価する どちらともいえない オブザーバ参加すべき

締切迫る保険医年金 ―  明日のための
安心設計

～10月20日申込締切 ※ 2022年1 月 1 日加入1

保険医年金 2020年度の配当率は0.148％3
ライフプランに合わせて自在に積立と受取ができます2

加入
資格

加入
口数

（ただし新規に限り40口まで可能）

月　払 1口  1 万円 30口限度 （30万円／月）
一時払 1口 50万円 20口 （1,000万円）まで

満74歳までの協会会員
（月払増口・一時払の申込は満79歳まで）

運用
実績 1.407％

ライフプランに合わせて自在に積立と受取ができます

※ 期間中、大樹生命・富国生命の営
業職員がご連絡をすることがあり
ます。その節は、ご対応・ご面談
等よろしくお願いします。

※ パンフレットご希望の方はお申し
出下さい。

（予定利率1.259％＋2020年度配当0.148％）

2 0 2 1 年 (令和 3年) 1 0 月 1 0 日第 3 1 0 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行
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